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皆様の健やかな暮らしを願って 
 

第 3号 

みなさんは「かかりつけ薬剤師・健康サポート薬局」という言葉を聞いたことがありますか？厚生労

働省は団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年をめどに、高齢者が“住みなれた地域”で介護や医療、生

活支援などのサービスを受けられるよう市町村が中心となり、住まい・医療・介護・予防・生活支援が

一体的に提供される「地域包括ケアシステム」の構築を推進しています。その一環として出てきた考え

方となります。 

厚生労働省が定めた「かかり

つけ薬剤師」の３つの条件 

１） 薬剤師として 3年以上の

薬局勤務経験があり、同一の保

険薬局に週 32 時間以上勤務して

いること。 

２） 薬剤師認定制度認証機構

が認証している研修認定制度等

の研修認定を取得していること 

３） 医療に係る地域活動の取

り組みに参画していること。 

 

 

 

「かかりつけ薬剤師」とは 

＊かかりつけとなった患者さ

んの通院している全ての医療機

関や服用薬などを一元的・継続

的に把握。 

＊重複投薬・相互作用・副作

用などを継続的にチェック。 

＊患者さんの状態を把握し、

処方医へのフィードバックや残

薬管理・服薬指導などを行う。 

＊電話等でいつでも薬や健康

管理の相談に対応し、医療機関

に受診勧奨したり、在宅など地

域の関係機関との連携を行う。 

『かかりつけ薬剤師・健康サポート薬局とは』   
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このような薬剤師が常駐し、

地域に必要な医薬品等の供給体

制を確保している薬局を「かか

りつけ薬局」といいます。 

患者さんは「かかりつけ薬剤

師」を自由に選び、同意を頂き、

薬剤師が患者さんを支援してい

きます。 

 

「健康サポート薬局」とは 

 かかりつけ薬剤師・薬局の

基本的な機能をそなえた薬局の

うち、 

＊医薬品等の安全かつ適正な

使用に関する助言を行う。 

＊健康の維持・増進に関する

相談を幅広く受け付ける。 

＊必要に応じ、かかりつけ医

を始め適切な専門職や関係機関

に紹介する。 

など、地域住民の健康サポー

トに積極的かつ具体的に取り組

む薬局と定義され、所定の研修

を終了し、５年以上の実務経験

がある薬剤師が勤務しています。 

 

もともと、みなさんが安心し

て立ち寄りやすい身近な存在が

町の薬局なので、以上に関係な

く、いろいろなことを相談して

みて下さい。お待ちしています。 

 

 

 

 

 

「健康マルシェに参加して」 

十字堂ないとう薬局 

薬剤師 内藤 桂 

 

みんなの健康の手伝いになるよ

うに…簡単に言えばそんな趣旨

の健康マルシェ。言葉は簡単で

すが、健康というのは人間の幸

せの源です。 

HbA1c 測定での協力は薬剤師

会としても初めての試みである

とのこと、また私自身はこうい

った取り組みに参加させて頂く

のも初めての経験でした。 

測定に来ていただいた方々には、

自分で指先に針を刺して採血を

し、測定するキットに血液をう

つすまでご自身にしてもらわな

ければなりません。 

私達はガイドラインで、針を刺

したり採血をしたりの手伝いは

出来ない、測定結果で診断とな

るような説明は出来ないなどの

決まりがある中で、高齢者に対

してもわかりやすく実践的な指

導が求められました。そして初

めて使用する精密機器での手技

を業務の流れの中でスピーディ

ーにこなしていくなど多くのハ

ードルがありました。 

私は初めての参加だし右も左も

わからず…それでも生涯学習委

員のみなさんや機器メーカーの

方々と一緒に話し合いやシミュ

レーションを何度も重ね、当日

を迎えることができました。 

緊張感もありましたが沢山の来

場者。開始前から沢山の方々が

並んでくれていました。 

緊張を続けている暇も無くアッ

と言う間にスタートし、検査キ

ットがなくなるまでノンストッ

プ！ 

 

お孫さんからおばあちゃまま

で…3世代でいらしてくれた方

もいました。 

結果が出た時のホッとした表情、

少しショックを受けている方、

要望も様々でしたが「わかりや

すく出来たよ」「思ったより簡

単だったよ」「ありがとね」と

笑顔で言ってくださる人達をみ

ると、少しはみんなの健康のお

手伝いが出来たのかな？と思い

ました。 

私個人としてはいたらない点も

沢山あったとは思いますが、皆

様の手助けがあり貴重な経験を

積めました。今回の事を、今後

の仕事や薬剤師会の活動などに

活かしていきたいと思います 

 

甲府市健康支援事業（HbA1c 簡易測定） 

平成 28 年度より、甲府市からの委託を受け、地域住民を対象に糖尿

病に関する検査 HbA1c の簡易測定事業を実施しております。健康管

理の支援となる事業を実施することにより、健康で安全な生活の推

進、公衆衛生の向上に寄与していくため生涯学習委員会を中心に、2

回実施いたしました。委員だけではなく協力希望者を募り参加して

いただいております。今回は第 1回目の健康マルシェにご協力いた

だきました内藤桂先生の参加報告をご紹介させていただきます。 



甲府市 薬剤師会 だより        
 

献血について 

（公社）甲府市薬剤師会 会報編集委員会 天野裕介 

○献血とは 

血液は人間が生命を維持するために欠くことの

できない大変重要な働きをしています。そのため、

けがや病気で血液が少なくなった人には、足りな

くなった血液を補う治療が行われています。これ

を輸血といいます(日本国内では、1日あたり約

3,000 人の患者さんが輸血を受けていると言われ

ています)。しかし、科学が進歩した現在でも、輸

血に使われる血液を人工的に造ることはできませ

んので、輸血に必要な血液は、全てみなさんの善

意の献血というボランティアで支えられています。 

○血液の状況 

山梨県の献血者数の変化を見ると、１６歳～３

９歳までの若い人達の献血が少なくなっており、

過去１０年間で延べおよそ９千人も減少していま

す。少子高齢化が進み、このまま若い人達の献血

が減ってしまうと、血液が不足してしまい必要な

時に輸血ができなくなる可能性があります。特に

今年度は成分献血の需要が高まっており、成分献

血※へのご協力が必要な状況となっております。 

※成分献血：血漿などの特定の成分だけを採血

し、体内で回復に時間のかかる赤血球は再び体内

に戻す方法。そのため、全血献血より身体への負

担が軽いのが特長。 
皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします 

 

○献血方法別の献血基準やお薬との関係などにつ

いて 

献血いただく方の健康を守るため、以下の基準

があります。 

 

 

なお、血液センターでは、献血にご協力いただ

いた方がたへの感謝の気持ちとして血液検査成績

をお知らせしており、献血後 2週間程度で親展

（書簡の郵便）にて送付されます。 

○山梨県における献血場所  

献血バスと甲府献血ルーム「グレープ」で実施

しております。詳しくはホームページをご確認い

ただくか、電話にてお問い合わせください。以下

は甲府献血ルームのご案内です。 

 

血漿成分献血 血小板成分献血

１回献血量 300mL～600mL 400mL以下

年齢 18～69歳 　男性：18～69歳※

女性：18～54歳 16～69歳※ 　男性17～69歳※

女性18～69歳

体重 男女とも50kg以上

年間献血回数
男性6回以内
女性4回以内

男性3回以内
女性2回以内

年間総献血量

※65歳以上の献血については、献血いただく方の健康を考慮し、60～64歳の間に献血経験がある方に限ります。

男性45kg以上・女性40kg以上

血小板成分献血1回を2回分に換算して
血漿成分献血と合計で24回以内

200mL献血と400mL献血を合わせて
男性1,200mL以内　女性800mL以内

200mL 400mL

成分献血 全血献血

１日あたり約 3,000 人の患者さんが輸血を受けるた

めには。。。 

1 日あたり約 15,000 人 

の方の献血が必要 
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甲府市全体で薬学生を受

け入れています 

（公社）甲府市薬剤師会 

薬学生受入対策委員会 

委員長 浅川由実子 

 

2006 年 4 月より薬学 6年制が

開始されました。5年時には保

険薬局 11 週間、病院 11 週間の

実務実習が義務付けられました。 

 

実習生を受入薬局にはこのポ

スターが掲示されています。 

甲府市薬剤師会ではそれ以前

より薬学生受入対策委員会を立

ち上げ、11 週間の実習を薬剤師

会としてどう援助していこうか

と会の中で論議を続けてきまし

た。 

山梨県は薬科大学のない県で

す。他県の薬科大学に行った学

生がふるさと実習という形でや

ってきます。現在Ⅲ期に分け受

入をしています。5月、9月、1

月からと 11 週間の実習です。委

員会では開始 1か月前には遅く

も集合研修を計画して、学生実

習を受け入れる指導薬剤師の先

生に案内しています。 

今では薬局製剤、漢方製剤、

ＯＴＣ薬、学校薬剤師、スポー

ツファーマシスト、介護実習等

ほぼ集合研修として定着してき

ました。 

その中で甲府市社会福祉協議

会が主催するいきいきサロンで

の薬の話を甲府市薬剤師会が担

当していますが、受け入れてい

る薬剤師の先生にいきいきサロ

ンの講師をお願いし薬学生も参

加してもらっています。 

わたしも今年度Ⅰ期に学生受

入をし、いきいきサロンに学生

を連れていきました。その時の

学生実習の報告を一部抜粋し紹

介します（学生から同意を頂い

ています）。 

「本日はいきいきサロンとい

う地域で健康向上のため行われ

ている地域活動に指導薬剤師が

参加するので同行させていただ

いた。地域に高齢者が集まり、

健康のためにいろいろ活動して

いて、医療への興味が日々高ま

っているのを感じた。（途中略）

高齢者に対し正しい知識を教え

るのも薬剤師の地域活動の一つ

だと思った。」

 

又こうした取り組みに参加す

る中で薬学生も頑張ってと声援

を頂き、相乗効果が得られてい

ます。 

今後も薬局の中にとどまらず

薬学生の実習中、地域の中で行

われる企画に参加させながら本

来あるべき実務実習を提供して

いきたいと考えています。 

引き続きご支援お待ちしてお

ります。 
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甲府市薬剤師会の今後の予定について 

平成 28 年 11 月 13 日(日) 山梨県立図書館において中高生公開講座ワークショップ 

平成 29 年 1 月 29 日(日)  山梨県立図書館において市民公開講座 

平成 29 年 1 月 26 日(木)  西田地区西田いきいきサロン 

お問い合わせ先 甲府市薬剤師会事務局 


